


















































ク（S-D ロジック）である。この論理は、S. L. 
Vargo and R. F. Lusch が 2004 年 に、 論 文
“Evolv ing to  a  new dominant  log ic  for 



















































































































取り扱われることが多い」（牧野 ,2016 : 62）。
　デザイン思考から発展したサービスデザイン研











































4-1 Pine Ⅱ and Gilmore の経験経済












して図で表している ( 図 2)。
　この経験経済の概念は、『経験経済』を出版す
る 前 年 に、HARVARD BUSINESS REVIEW 





















　Pine Ⅱ & Gilmore（1998）はまた、経験につ
いて「コモディティは代替可能、製品は有形、サー
ビスは無形だが、経験は思い出に残るという特性






































ンテクストの中に位置づける」（嶋村 / 広瀬訳 ,2000 



















ション 2. 視覚や言語によるアイデンティティー 
3. プロダクト・プレゼンス 4. 空間環境 5. コ・ブ
ランディング 6. 電子メディア 7. 人間の「経験価
値プロバイダー」によって発生すると述べている


























いて、1. サービス・エコシステム 2. サービスデリ
バリー 3. ユーザー・エクスペリエンス を 3 つの
側面として提示している。                     
　Marc Stickdorn & Jakob Schneider は、「THIS 
IS SERVICE DESIGN THINKING」（日本語版：


















ス テ ー ジ 」 の ３ つ の 段 階 が あ る と し て い る






出所：Lovelock and Wirtz(2006) “Service Marketing, Prentice Hall Business Publish 6th edition











: 536）、 と 説 明 し て い る。 泉（2016 : 536） は、






























用期間全体の「累積的 UX」の 4 つがあげられて











































































































Ⅱ & Gilmore, 1998 : 98）」と述べられている。そ
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学術研究における「経験」にまつわる顧客価値の一考察
A study of customer value about "experiences" in the academic area
  -A  perspective on experience design based on the "experiential value" -
Eriko KITAGAWA
【abstract】
    This paper shows how to make the customers experience valueable nowadays.  
This study is based on the previous research on experience, and on the process of how the customer value 
changed from "service" to "experience".
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